	次世代半導体産業集積促進調査・分析委託業務
企　画　提　案　書

企画提案者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※「企画提案者名」は、提出部数９部のうち、１部にのみ記載すること。

※「企画提案者名」を記載しない８部のうち１部は、左綴じせず、ダブルクリップ等で留めること。
	Ⅰ　企画提案事業者の実施体制・業務執行能力
１　企画提案者の概要
※「参加表明書」における「参加表明事業者の概要」に準じて記載してください。
２　業務遂行にあたっての実施体制について
※業務遂行にあたっての人員配置・実施体制（組織図）等を記載してください。
３　業務実施責任者の氏名・職名及び職務経歴、資格等
※役職、氏名、年齢、経歴、活動実績等を記載してください。

　　（当該事業を実際に担当する者を記載してください。）
４　業務実施におけるノウハウ、過去の実績
※本事業と関連性のある事業実績等があれば必ず記載してください。
【該当する審査項目】
□　業務を遂行するに当たり、実施体制が整っているか。
  □　これまでの事業実績等から本業務を着実に遂行することが期待できるか。
Ⅱ　企画提案の内容
（１）「仮称・北海道半導体産業振興ビジョン」策定のための各種条件の調査・分析　等
　ア　世界、国内、道内の半導体産業や関連産業、製造・研究・人材育成等が一体となった複合拠点の調査・分析等

　　　・半導体デバイス、装置、材料等の売上高及びシェアの推移

　　　・半導体関連メーカーや複合拠点（ＮＹＣＲＥＡＴＥＳ等）の共同研究組織、アライアンス、研究開発費、設備投資額等の推移

・集積が進む先進地等の状況とその成功の要因　等

　　イ　社会情勢・環境、半導体ビジネスモデルの推移と今後の見込みの調査・分析

　　　・半導体関連メーカーの戦略、ビジネスモデル等の比較、推移

　　　・半導体市場、ユーザー、半導体応用製品の変遷

　　　・他都府県における半導体関連企業立地支援内容（優遇措置等）の比較

　　　・世界及び日本の半導体人材育成方法　等

　　ウ　国内の半導体関連施策の効果・検証と今後の傾向

　　　・道内及び国内の半導体関連企業の立地、撤退、合併、買収等の推移

　　　・上記の特徴や成功、失敗要因の分析　等

　　エ　集積や複合拠点の実現に向けて求められる関連企業及びサプライチェーン等の調査・分析

　　　・道内の半導体関連企業で不足している、国内の半導体装置、材料、治具等のグローバルサプライチェーン

　　　・サプライチェーン構築に当たり必要となる物流システム（道内の物流システムの現状と集積のために必要な物流の条件）
　　　・道内の半導体関連企業の分野毎の整理・分析　等
　　　・道外半導体関連企業の立地意向の把握

　　オ　半導体関連企業の立地及び複合拠点の実現に必要な用水、電力などのインフラ条件等の調査・分析

　　カ　その他、「仮称・北海道半導体産業振興ビジョン」策定に当たり必要となる項目の調査・分析
（２）「仮称・北海道半導体産業振興ビジョン」の検討
　　ア　基本理念、コンセプト、将来像の検討

　　　・世界の潮流をふまえ本道の優位性や特性を活かした道内半導体関連産業振興の在り方

　　　・次世代半導体製造拠点の立地を契機とした本道の産業構造転換に必要となる取組

・道内半導体産業の活性化や複合拠点の実現に伴う新たな道内産業の展開・可能性や道内市町
村の国際都市化を見据えたまちづくりの可能性
・北海道全体の経済活性化に向けた戦略及びロードマップ　等

　　イ　今後の半導体関連産業集積戦略の検討

　　　・国の経済安全保障政策や道のデータセンターパーク、ゼロカーボン北海道などの施策と連動
した半導体関連産業集積に向けた企業誘致の在り方（現状を反映したサプライチェーンのボ
トルネック等）

　　　・関連企業誘致や地場企業のサプライチェーン参入に当たり、道として必要となる支援の在り方
　　　・複合拠点の実現を見据えた周辺地域、関係機関との連携の在り方（コンソーシアム、研究機関、技術組合等の検討）　等

　　ウ　産官学金の連携の在り方、各主体に期待される役割の検討

　　　・連携強化に向けた、企業、大学、公設試、自治体、金融機関等の役割

　　　・各主体の強みを活かし国内外と差別化できる研究・開発分野（設計、装置、材料、応用技術
等）

　　　・ユーザー企業、装置・材料メーカー、デバイス企業等との共同研究の可能性

　　　・都道府県を越えた広域的な連携の在り方　等

　　エ　半導体関連技術を応用した新産業創出等の検討

　　　・半導体関連産業及び人材の集積による道内新産業の創出や様々な技術実証

　　　・DX、SDGｓ、ゼロカーボン北海道等に貢献する応用研究、新技術の創出

　　　・道内におけるデジタル分野等の新たなイノベーションエコシステムの創出　等

　　オ　半導体人材の育成、確保の在り方の検討

　　　・前工程、後工程で必要とされる技術を踏まえた人材育成・確保

　　　・グローバル人材の育成・確保　等

　　カ　今後期待される海外企業、政府、アカデミア等との連携の可能性及びその内容の検討

　　キ　アを実現するにあたり必要な内容の検討（インフラ、住環境、国際交流等）

　　ク　「仮称・北海道半導体産業振興ビジョン」における重要業績成果指標（KPI）の検討

（３）「「仮称・北海道半導体産業振興ビジョン」有識者懇話会」（以下、「懇話会」という。）
との連携
・道が主催する懇話会で出された有識者の意見について、「仮称・北海道半導体産業振
興ビジョン」への反映を行う。

（４）その他上記（１）及び（２）に付随する業務

（５）報告書の作成
・受託者は、本事業の成果について、１０月３１日（火）までに各種条件の調査・分析及び「仮称・北海道半導体産業振興ビジョン」骨子案を含む中間報告書を作成すること。
・委託期間終了までに中間報告書提出後に行った調査・分析及び同ビジョンの案を含む最終報告書を作成すること。
・それぞれの報告書については提出期限までに、紙媒体（１０部）及び電子媒体（１部）で提出すること。
【該当する審査項目】
　□　世界、国内、道内の半導体産業や関連産業、製造・研究・人材育成等が一体となった複合拠
点、社会情勢、環境、半導体ビジネスモデルの推移と今後の見込みの調査・分析がされる内容
になっているか。
　□　半導体関連産業集積や複合拠点の実現に向け、求められる関連企業やサプライチェーンが調査・分析される内容になっているか。
　□　道内半導体産業の活性化や複合拠点の実現に伴う新たな道内産業の展開・可能性や、半導体人
材の育成・確保の在り方が検討される内容になっているか。
　□　不備低減の工夫や適切な交付のための不正防止対策の取組がなされているか。
□　北海道の優位性を生かした「仮称・北海道半導体産業振興ビジョン」の検討がなされる内容になっているか。
Ⅲ　業務遂行方法の妥当性

１　事業スケジュール

· 事業全体のスケジュールを記載してください。

２　事務執行について

· 事務執行を効率的・効果的に行う手法について記載してください。

【該当する審査項目】
□　事業全体のスケジュールは妥当か。
□　効率的・効果的な事業執行や透明性が確保される内容であるか。


	Ⅳ　所要経費の積算

・業務処理に必要な経費の見積もり（概算額）を記載願います。

・積算内訳欄はどの業務かわかるように記載すること。
【支出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項目名

経費名

積算内訳

金額

摘要

１　人件費

２　事業費

報償費

旅費

需用費

役務費

使用料

３　諸経費

４　小計

１～３の計

５　消費税及び

　　地方消費税
４×１０％

（1円未満切り捨て）
６　合計

４＋５
　　※費目は例示

	Ⅴ　道施策との整合性
　ア　「北海道働き方改革推進企業認定制度」における４つの認定グレード（ゴールド認定、シルバー認定、ブロンズ認定、ホワイト認定）のいずれかに該当しているか。
　イ　「北海道働き方改革推進企業認定制度」における３つの認定グレード（ゴールド認定、シルバー認定、ブロンズ認定）のいずれかに該当し、同制度の評価基準にあたる「障がい者就労支援企業認証制度」（保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課実施）の一定以上の認証ポイントを取得しているか。

ウ　国が創設した「パートナーシップ構築宣言」を宣言しているか。

エ　北海道の「ゼロカーボン・チャレンジャー」の登録。




